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 予算特別委員会審査報告は、要旨を掲載して

おります。 
 

健
全
財
政
を
堅
持
し
、安
全
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
願
う 

（
要
旨
） 

  

３
月
12
日
、
予
算
特
別
委
員
会

に
付
託
と
な
り
ま
し
た
平
成
21
年

度
佐
呂
間
町
一
般
会
計
予
算
並
び

に
各
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
13
日
に
当
委
員
会
を
開
催
し 

慎
重
な
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 
審
査
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

生
活
環
境
や
保
健
福
祉
・
教
育
の

現
状
を
踏
ま
え
、
真
に
住
民
の
要

請
に
応
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

か
、
厳
し
い
財
政
が
強
い
ら
れ
る

中
で
、
中
・
長
期
的
な
財
政
運
営
と

新
た
な
行
政
課
題
に
配
慮
し
な
が

ら
、
必
要
性
・
将
来
性
・
緊
急
性
等

を
考
慮
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
と 

な
っ
て
い
る
か
。  

 

ま
た
第
３
期
総
合
計
画
と
の
整

合
性
、
前
年
度
決
算
に
お
け
る
意

見
等
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る

か
な
ど
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
重
点

を
お
き
、
一
般
会
計
予
算
、
各
特
別

会
計
予
算
の
付
託
案
件
の
審
査
を 

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
町
に
お
け
る
一
般
会
計
総
額

は
、
49
億
６
２
７
２
万
６
千
円
で

前
年
対
比
５
億
９
９
０
０
万
１
千

円
の
増
額
で
比
率
で
は
13
．
７
％

回
復
兆
候
は
弱
く
、
町
民
の
所
得

増
を
見
込
む
要
因
は
難
し
く
、
厳

し
い
経
済
情
勢
で
あ
る
こ
と
を
認 

識
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
補
助
金

カ
ッ
ト
、
交
付
税
の
見
直
し
、
国
か

ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
が
行
わ

れ
、
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お 

り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今

後
益
々
厳
し
く
な
る
地
方
財
政
に

お
き
ま
し
て
、
経
費
削
減
の
継
続

徹
底
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
は
何
を

す
べ
き
か
を
再
確
認
す
る
と
共

に
、
常
に
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ

た
健
全
財
政
を
堅
持
し
、
安
全
安

心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
願 

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

  

以
上
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算

ほ
か
７
特
別
会
計
の
８
議
案
に
対

す
る
審
査
の
結
果
、
原
案
可
決
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
報
告 

い
た
し
ま
す
。 

    

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
医
療
制
度
改
革
に
関
係

す
る
４
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、

刻
々
と
改
正
さ
れ
る
制
度
の
内
容

を
的
確
に
整
理
し
、
住
民
に
不
安

を
与
え
な
い
行
政
運
営
が
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
し
、

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
各
特
別

会
計
の
運
営
が
益
々
厳
し
く
な
る 

も
の
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 

本
年
度
の
予
算
編
成
に
係
る
歳

出
は
、
町
内
の
経
済
対
策
、
少
子
高

齢
化
、
児
童
福
祉
、
生
活
関
連
等
の

観
点
に
立
ち
、
新
た
な
行
政
課
題

に
も
配
慮
し
な
が
ら
緊
急
性
、
将

来
性
、
事
業
の
必
要
性
、
妥
当
性
に

十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
も

の
と
理
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
各

種
事
業
の
効
率
化
や
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
の
推
進
、
健
全
財
政
の

堅
持
に
努
め
ら
れ
て
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
る
も
の
で
あ
り 

ま
す
。 

 

次
に
歳
入
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
度
の
国
の
交
付
税
総
額
が
微

増
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
幅
に
増

加
す
る
要
因
は
な
く
、
ま
た
町
税

に
お
い
て
も
本
町
の
基
幹
産
業
の

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
本
年
度
、
福
祉
関
係
で
サ
ロ
マ

福
祉
会
が
実
施
す
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス

の
増
築
、
農
林
漁
業
振
興
で
あ
り

ま
す
佐
呂
間
、
常
呂
両
漁
協
に
よ

る
若
里
漁
港
養
殖
作
業
施
設
整
備

事
業
の
新
規
の
建
設
事
業
、
さ
ら

に
は
地
域
活
性
化
関
係
で
、
地
元

業
者
を
利
用
し
町
内
に
住
宅
を
新

築
、
増
改
築
す
る
場
合
の
補
助
が

主
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

歳
入
に
お
い
て
は
、
主
な
財
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
が
、
21
億
５

５
０
０
万
円
で
前
年
度
と
同
額
と

な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
は
、
景
気
後
退
の
影
響
に
よ

り
４
８
４
３
万
円
の
減
少
で
、
各

種
基
金
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
の
が 

実
情
で
あ
り
ま
す
。 

 

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
７
会

計
で
合
わ
せ
て
24
億
５
６
１
１
万

円
で
前
年
度
よ
り
、
２
億
１
１
０

４
万
円
の
減
少
で
、
簡
易
水
道
会

計
と
制
度
移
行
に
よ
る
老
人
保
健

会
計
が
そ
れ
ぞ
れ
減
少
と
な
っ
て

お
り
、
国
民
健
康
保
険
会
計
、
介
護

保
険
会
計
が
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と 
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・予算特別委員会質疑の中から① 

 

（
質
）
町
長
交
際
費
が
昨
年
に
比

べ

40

万
円
多
く
な
っ
て
い
る
が

そ
の
内
容
は
。 

（
答
）
姉
妹
都
市
交
流
で
パ
ー
マ

市
の
方
が
来
町
す
る
こ
と
か
ら
増 

額
計
上
し
た
分
で
す
。 

（
質
）
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港
の

期
成
会
負
担
金
は
今
後
も
続
く
も

の
な
の
か
。 

（
答
）
紋
別
空
港
の
ジ
ェ
ッ
ト
化

に
伴
い
整
備
促
進
期
成
会
が
で

き
、
負
担
金
を
支
出
し
て
い
ま
す

が
、
滑
走
路
の
旋
回
部
分
の
整
備

が
終
わ
る
ま
で
期
成
会
は
存
続
す 

る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

（
質
）
竜
巻
災
害
慰
霊
碑
給
水
工

事
の
内
容
は
。 

（
答
）
若
佐
に
あ
る
慰
霊
碑
に
つ

い
て
は
、
現
在
水
道
設
備
が
な
く

自
治
会
の
方
が
水
を
持
っ
て
い
っ

て
清
掃
を
し
て
い
る
た
め
、
給
水 

工
事
を
す
る
も
の
で
す
。 

（
質
）
支
所
出
張
所
業
務
委
託
料

の
金
額
は
。 

（
答
）
若
佐
、
浜
佐
呂
間
共
に
管

理
業
務
は
月
16
万
ず
つ
で
委
託
し

 

 

 

 予算特別委員会の質疑の主なものを要約し掲

載しました。 

て
い
ま
す
。
ま
た
、
雑
用
務
は
若

佐
が
賃
金
、
雇
用
保
険
込
み
で
11

万
、
浜
佐
呂
間
は
会
社
に
委
託
し

て
い
る
の
で
賃
金
の
み
の
８
万
で 

委
託
を
し
て
い
ま
す
。 

（
質
）
現
在
第
４
期
の
総
合
計
画

の
の
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
３

期
の
検
証
、
総
括
は
い
つ
の
時
点

で
示
さ
れ
る
の
か
。 

（
答
）
第
３
期
は
平
成
22
年
ま
で

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
見
通
し
を

第
４
期
の
審
議
会
の
現
状
と
課
題

の
中
で
説
明
し
て
い
る
し
、
３
期

中
に
完
了
す
る
も
の
、
４
期
に
ま

た
が
っ
て
い
く
も
の
等
部
会
ご
と 

に
検
証
し
て
い
き
ま
す
。 

（
質
）
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
計

画
作
成
委
託
料
と
は
ど
う
い
う
も

の
か
。 

（
答
）
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
は
、

町
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
や
る
も
の
と
、

町
以
外
の
外
部
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
や
る
も
の
が
あ
り
、
そ 

の
部
分
の
委
託
料
と
な
り
ま
す
。 

（
質
）
へ
き
地
保
育
所
は
園
児
が

少
な
く
な
っ
た
ら
閉
所
す
る
決
ま

り
は
あ
る
の
か
。 

（
答
）
へ
き
地
保
育
所
は
何
人
に

な
っ
た
ら
閉
所
と
い
う
の
は
あ
り 

ま
せ
ん
。 

（
質
）
保
育
所
の
遠
距
離
通
所
世

帯
の
助
成
の
内
訳
は
。 

（
答
）
へ
き
地
保
育
所
の
分
と
し

て
は
、
８
世
帯
分
を
計
上
し
て
い

ま
す
が
、
浜
佐
呂
間
保
育
所
に
は

現
在
、
遠
距
離
通
所
の
該
当
者
は 

い
ま
せ
ん
。 

 

佐
呂
間
保
育
所
の
分
に
つ
い
て

は
、
15
世
帯
分
を
計
上
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
把
握
し
て
い
る
該
当

者
は
、
若
里
、
富
武
士
、
知
来
、 

仁
倉
、
共
立
、
富
丘
の
方
で
す
。 

（
質
）
国
で
は
、
保
育
所
入
所
に

直
接
契
約
と
い
う
動
き
が
あ
り
、

そ
う
な
る
と
本
来
の
保
育
に
欠
け

る
子
が
入
所
で
き
な
い
恐
れ
が
あ

る
の
で
は
。 

（
答
）
都
市
部
な
ど
で
は
、
認
可
保

育
所
の
定
員
か
ら
あ
ふ
れ
た
待
機

児
童
が
い
ま
す
が
、
本
町
の
保
育

所
は
、
定
員
１
５
０
名
に
ま
だ
余

裕
が
あ
り
、
将
来
的
に
も
待
機
児 

童
は
出
な
い
と
考
え
ま
す
。 

 

（
質
）
国
の
２
次
補
正
で
子
育
て

支
援
を
打
ち
出
し
、
第
２
子
以
降

の
就
学
前
３
年
間
の
子
に
対
し
３

万
６
千
円
の
支
給
と
し
、
本
町
は

こ
れ
を
０
歳
児
か
ら
と
拡
大
し

た
。 

 

こ
の
子
育
て
支
援
を
20
年
度

限
り
で
な
く
、
継
続
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。 

（
答
）
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
何
が
得
策
か
今
年
一
年
じ
っ

く
り
考
え
て
、
来
年
以
降
に
つ
な 

げ
た
い
と
考
え
ま
す
。 

（
質
）
町
内
の
救
急
車
の
搬
送
先

は
地
元
病
院
が
優
先
さ
れ
る
の

か
。 

（
答
）
基
本
的
に
は
佐
呂
間
厚
生

病
院
に
最
初
に
搬
入
さ
れ
る
が
、

急
病
等
で
、
か
か
り
つ
け
の
病
院

が
あ
る
場
合
は
、
連
絡
を
取
り
そ

ち
ら
に
搬
送
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

ま
た
事
故
等
で
、
緊
急
を
要
す

る
時
は
、
近
隣
の
病
院
へ
直
接
運

ぶ
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

（
質
）
農
業
後
継
者
対
策
を
や
っ

て
、
ど
う
い
う
効
果
、
実
績
が
あ
っ 

た
か
。 
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（
質
）
就
学
援
助
の
認
定
に
つ
い

て
、
年
度
途
中
で
も
周
知
は
必
要

な
い
か
。 

（
答
）
準
要
保
護
者
の
就
学
援
助

に
つ
い
て
は
、
２
月
に
全
保
護
者

に
周
知
し
、
３
月
中
に
申
請
を
取

り
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
年
度
途

中
で
も
、
転
校
等
の
場
合
は
受
付

の
時
点
で
制
度
の
説
明
は
し
て
い 

ま
す
。 

（
質
）
中
学
校
の
携
帯
電
話
の
禁

止
は
守
ら
れ
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
佐
呂
間
町
内
の
小
中
学
校

は
携
帯
電
話
は
持
ち
込
み
禁
止
と

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
中
学
校

の
部
活
で
帰
り
が
遅
く
な
る
場
合

は
、
保
護
者
の
要
望
に
よ
り
一
部

持
ち
込
み
の
許
可
は
し
て
も
、
通

常
時
間
の
使
用
は
で
き
な
い
よ
う 

に
し
て
い
ま
す
。 

（
質
）
温
水
プ
ー
ル
を
冬
季
間
閉

鎖
し
た
が
、
春
か
ら
の
再
開
に
向

け
て
、
修
繕
の
必
要
性
は
。 

（
答
）
５
月
か
ら
再
開
し
ま
す

が
、
プ
ー
ル
は
毎
年
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
し
て
い
る
の
で
、
多
分
大
丈

夫
だ
と
思
い
ま
す
が
、
水
を
開
始

10
日
ぐ
ら
い
前
に
入
れ
る
の
で
、 

そ
こ
で
状
態
を
再
確
認
し
ま
す
。 

 

 

（
質
）
認
知
症
や
う
つ
病
な
ど
は
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
関
わ
る
の

か
、
ま
た
症
状
に
対
す
る
家
庭
へ

の
周
知
は
。 

（
答
）
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
み

な
ら
ず
、
保
健
師
、
福
祉
課
も
一

緒
に
な
り
情
報
を
共
有
し
て
い
く

体
制
で
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

20
年
度
か
ら
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、
認
知

症
に
な
っ
た
方
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
か
と
い
う
講
座
を
開
い

て
、
多
く
の
方
に
認
知
症
に
対
す

る
理
解
を
求
め
る
事
業
を
行
っ
て 

い
ま
す
。 

 

 

 

 

・予算特別委員会質疑の中から② 

（
質
）
土
木
に
関
わ
る
道
路
、
河

川
等
の
道
単
独
事
業
が
佐
呂
間
町

で
実
施
に
な
れ
ば
、
町
内
業
者
も

活
躍
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。 

（
答
）
道
の
工
事
等
が
あ
っ
て

も
、
一
般
指
名
競
争
入
札
に
佐
呂

間
の
事
業
所
の
手
が
挙
が
っ
て
い

な
い
実
情
も
あ
る
が
、
ぜ
ひ
地
元

の
方
々
に
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
若
里

の
養
殖
作
業
施
設
の
工
事
も
あ
る

し
、
国
か
ら
の
地
域
活
性
化
の
臨

時
交
付
金
の
事
業
も
繰
越
明
許
で

議
決
に
な
っ
て
、
道
の
発
注
の
前

に
、
ま
ず
町
関
係
の
分
を
先
に

し
っ
か
り
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
た 

い
。 

（
質
）
学
校
給
食
の
地
産
地
消
の

見
通
し
は
。 

（
答
）
北
海
道
の
学
校
給
食
の
自

給
率
は
70
％
と
言
わ
れ
る
が
、
こ

れ
は
主
食
の
米
が
あ
る
か
ら
で
、

米
は
本
町
で
は
無
理
で
、
使
え
る 

分
は
魚
介
類
と
野
菜
で
す
。 

 

魚
介
類
は
漁
協
の
協
力
で
使
用

し
て
い
ま
す
。
野
菜
は
、
旬
の
も

の
は
使
っ
て
い
る
が
、
生
産
者
の

協
力
の
も
と
、
使
え
そ
う
な
野
菜

が
で
き
た
ら
給
食
セ
ン
タ
ー
で
試

し
な
が
ら
拡
大
し
て
い
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

 

第２回定例会は６月に開催されます!! 
     

日程の詳細は、町広報６月号の折込みチラシを 

    ご覧いただき、是非傍聴にお越しください。 

 

（
答
）
こ
ち
ら
か
ら
京
都
に
行
く

だ
け
で
な
く
、
昨
年
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
連
絡
協

議
会
を
立
ち
上
げ
て
、
向
こ
う
か

ら
来
て
も
ら
っ
て
交
流
し
よ
う
と

い
う
対
策
を
進
め
、
結
果
、
１
名

若
里
に
お
嫁
さ
ん
が
来
て
お
り
、

今
後
も
後
継
者
対
策
を
講
じ
た
い 

と
思
い
ま
す
。 


